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掲
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。
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議会報告会に100人参加

Ｑ．安八町区長会で、３～４年前に提案しましたが、
　その後返事がありません。どうなったのですか。
Ａ．議場の改修が必要なため、かなりの費用がかかりま
　す。費用対効果を考えるとなかなか結論がでません。

Ｑ．念願の安八スマートICが開通しました。これからは安八スマートIC周辺の開発が重要です。　　
　今年度の予算で３９８４万円が組んでありますが工事費ですか。
Ａ．開発するためには、まず安八スマートIC周辺を市街化に変更しなければなりません。その手続
　きをするための費用で、工事費ではありません。

Ｑ．７月からアンビーバスが２台体制で、医療機関、商業施設等も停車すると聞きましたが。
Ａ．住民環境課が中心になりルート、時間割、公的機関の承認手続きなどを行っています。７月の
　広報紙で、より住民の方に利用しやすいバスになるため、工夫をこらしたルートになる情報がお
　届けできると思います。

　５月９日～１１日までの３日間、議会報告会で参加者の皆さんからの主な　
質問・意見等を、３回にわたり掲載します。
　なお、紙面の都合上要約しています。

【安八スマートIC周辺整備は】

【議場の一般質問での対面方式は】

「結の郷」で議会活動報告をする
　　　大平議長（５月１０日）

【アンビーバス運行は住民目線で】

質疑応答（その１）
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水道配水機場更新（機械・電気工事）の
　　　　　　　　　　　　工事請負契約を可決

6月12日～22日

定例会最終日（６月２２日）で答弁に立つ堀町長

条
例
改
正
・
補
正
予
算
等
を
審
議

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
12

日
か
ら
22
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分

の
承
認
、
条
例
制
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
、
町
道
路
線
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

条
例
制
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
町
道

路
線
の
廃
止
と
補
正
予
算
は
、
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
最
終
日
に
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
は
「
地
域
経
済
牽け

ん

引い
ん

事
業
の

促
進
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
」、
条
例
改
正
は
「
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
設
置
条
例
」
で
す
。

補
正
予
算
は
、
県
単
土
地
改
良
事
業
１

３
０
０
万
円
、
水
ま
つ
り
運
営
事
業
２
５

０
万
円
、
小
学
校
施
設
整
備
経
費
１
５
０

万
円
、
臨
時
職
員
の
賃
金
等
１
０
０
２
万

円
な
ど
で
す
。

承
認
し
た
専
決
処
分
は
「
税
条
例
の
一

部
改
正
」
で
す
。

た
だ
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

臨
時
職
員
の
賃
金
等
に
関
す
る
討
論
が
あ

り
（
反
対
討
論
、
賛
成
討
論
2
人
ず
つ
）、

採
決
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
単
土
地
改
良
な
ど
、
５
事
業

の
予
算
に
係
る
繰
越
明
許
費
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
同
様
に
水
道
事
業
予
算
（
水

道
管
理
棟
兼
配
水
ポ
ン
プ
場
新
設
工
事
・

同
新
設
工
事
監
理
委
託
）
も
繰
越
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
事
業
予
算
（
名
神
南

道
水
路
工
事
）
の
事
故
繰
越
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

　

水
道
配
水
機
場
更
新
機
械
工
事
に
９
７

６
３
万
円
、
同
更
新
電
気
工
事
に
４
億
３

０
９
２
万
円
。

定
例
会

　歳出予算の金額のうち、避け

がたい事故のため年度内に支出

が終わらなかったものを翌年度

に繰り越して使用することです。

事故繰越とは
一口メモ
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主
な
質
問
と
回
答

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正

地
域
経
済
牽け

ん

引い
ん

事
業
の
促
進
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

町
道
路
線
の
廃
止　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
総
務
課
臨
時
職
員
賃
金
等
４
９
６
万
円

●
例
規
整
備
業
務
委
託
費　

２
２
７
万
円

●
地
区
集
会
所
設
置
補
助
金　
　

38
万
円

●
県
単
土
地
改
良
事
業　

１
３
０
０
万
円

●
農
業
振
興
推
進
対
策
事
業　
　

36
万
円

●
水
ま
つ
り
運
営
事
業　
　

２
５
０
万
円

※
審
査
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
６
月
13
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
】

総
務
産
建

主

な

審

査

項

目

【
水
ま
つ
り
運
営
事
業
】

Ｑ　

水
ま
つ
り
は
何
を
企
画
し
て
い

ま
す
か
。
バ
ザ
ー
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長
補
佐　

実
行
委
員
会

や
各
種
委
員
会
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
日

（
８
月
５
日
）
開
催
で
す
。
水
か
け

ま
つ
り
、
太
鼓
ス
テ
ー
ジ
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
盆
踊
り
や
バ
ザ
ー
の
出
店

も
考
え
て
い
ま
す
。

【
危
機
管
理
室
設
置
】

Ｑ　

平
成
30
年
4
月
よ
り
、
総
務
課
内
に
危
機
管
理
室
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
３
人
必
要
で
す
か
。
人
件
費
を
当
初
予
算

に
計
上
せ
ず
、
6
月
に
補
正
を
し
た
理
由
と
は
。
本
来
の
危

機
管
理
室
の
役
割
と
は
。

町
長　

こ
の
４
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

法
の
認
識
が
甘
く
、
違
法
行
為
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
効
か
ず
、
根
本
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
危
機
管
理
室
を
設
置
し

ま
し
た
。
町
と
し
て
、
内
部
統
制
や
不
正
が
起
き
な
い
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
、
問
題
を
最
小
限
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
臨
時
職
員
と
し
て
危
機
管
理
の
仕
事

を
経
験
し
た
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
当
初
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

状
況
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
事
前
に
説
明
し
、
ご
理
解

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

危
機
管
理
室
の
設
置
や
臨
時
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
結
果

を
出
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

※
一
般
会
計
補
正
予
算
に
異
議
が
あ
っ
た
の
で
表
決
を
と
り
、

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

断水（４/26）の原因となった水道配管材を確認（水道事務所）水道配水場更新事業の工事内容を聞く委員（水道事務所）　屋内消火栓非常用発電機が故障のため、
　現地を確認（中央公民館）
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ANPACHI
安八町  議会定例会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
設
置
条
例
改
正

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
安
八
温
泉
運
営
経
費
寄
附
金　

３
万
円

●
小
学
校
施
設
管
理
経
費　
　
　

11
万
円

●
小
学
校
施
設
整
備
経
費　

１
５
０
万
円

●
中
学
校
施
設
管
理
経
費　
　
　

21
万
円

●
中
央
公
民
館
管
理
経
費　

１
０
３
万
円

●
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
図
書
購
入
費
30
万
円

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

　

り
承
認
し
ま
し
た
。

7月18日より新体系で運行開始のアンビーバス

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
６
月
14
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
】

民
生
文
教

主

な

審

査

項

目

【
牧
小
学
校
の
雨
漏
り
の
対
応
】

Ｑ　

牧
小
学
校
の
長
期
間
雨
漏
り
問

題
の
早
期
の
対
応
を
。

副
町
長　

施
設
全
体
を
調
査
し
、
優

先
順
位
を
付
け
て
対
応
し
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
制
度
】

Ｑ　

公
共
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
状
と
今
後
の
方
向
は
。

学
校
教
育
課
長　

空
調
機
、
貨
物
用
昇
降
機
、
防
災
機
器
、

体
育
用
具
（
遊
具
・
国
旗
掲
揚
塔
）、
プ
ー
ル
ろ
過
装
置
等

は
年
２
～
5
回
保
守
点
検
を
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

公
民
館
消
防
設
備
は
年
1
回
の
点
検
で
す
。

毎
年
3
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
点
検
時
期
を
早
め
、
故

障
対
応
で
き
る
よ
う
に
修
繕
費
を
翌
年
度
の
当
初
予
算
に
組

み
ま
す
。

【
認
定
子
ど
も
園
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

Ｑ　

認
定
子
ど
も
園
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

福
祉
課
長　

保
護
者
に
は
8
月
に
開
園
に
つ
い
て
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
10
月
に
入
園
案
内
を
広
報
紙
に
掲
載
し
、
11

月
に
受
け
付
け
し
ま
す
。
移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
9
月

ま
で
に
県
へ
設
置
認
可
申
請
書
等
を
提
出
、
県
の
審
査
が
12

月
ま
で
に
行
わ
れ
、
そ
の
間
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
ま
す
。

平
成
31
年
1
月
に
県
の
認
可
が
下
り
る
予
定
で
、
２
～
3
月

に
開
設
に
向
け
て
準
備
し
、 

4
月
開
園
の
予
定
で
す
。

主
な
質
問
と
回
答

【
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
の
図
書
館
内
に
設
置
の
萬
壽
男
文
庫
】

Ｑ　

毎
年
30
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ご
家

族
に
対
し
て
お
礼
は
し
て
い
ま
す
か
。

ハ
ー
ト
ピ
ア
館
長　

年
度
末
に
お
礼
状
と
一
緒
に
、
新
規
に

購
入
し
た
図
書
、
資
料
、
物
品
等
の
一
覧
表
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、「
水
の
土
木
遺
産
」
等
17
点
の
購
入
、
水

害
に
関
わ
る
展
示
会
開
催
を
報
告
し
ま
し
た
。

　屋内消火栓非常用発電機が故障のため、
　現地を確認（中央公民館）
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議
会
改
革

主

な

報

告

項

目

主
な
質
問
と
回
答

主

な

協

議

項

目

【
平
成
30
年
度
議
会
報
告
会
開
催
結
果
】

○
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八

　
　

５
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

参
加
者　

38
人　

質
疑
等　

８
人

○
結
の
郷

　
　

５
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

参
加
者　

27
人　

質
疑
等　

３
人

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

５
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

参
加
者　

35
人　

質
疑
等　

６
人

　

質
疑
応
答
内
容
を
確
認
し
、「
議
会
だ
よ

り
」
で
3
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
の
議
会
報
告
会
の

あ
り
方
、
開
催
方
法
は
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
議
会
報

告
会
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
建
設
促
進

Ｑ　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
開
閉
バ
ー
に
接
触
す
る
事
故
に
つ
い
て
。

建
設
課
長　

当
初
は
1
日
あ
た
り
10
件
程
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
旦
停
止
の
注
意
看

板
を
増
設
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
は
軟
ら
か
い
素
材
で
す

が
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
と
車
に
傷
が
つ
き
ま
す
。

【
６
月
12
日 

午
前
11
時
15
分
か
ら
開
催
】

安八町の活性化が託されている安八スマートIC入口

一 般 質 問

特
別
委
員
会
審
査
報
告

【
６
月
12
日 

午
前
11
時
30
分
か
ら
開
催
】

Ｑ　
１
日
あ
た
り
の
通
行
量
は
３
０
０
０
台
程
で
徐
々

に
増
え
て
い
ま
す
が
、
昼
と
夜
の
交
通
状
況
は
。
ま
た
、

町
内
の
交
通
状
況
へ
の
変
化
は
。

建
設
課
長　

時
間
帯
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

町
内
全
体
で
交
通
量
の
調
査
を
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

建
設
課
長　

現
在
ま
で
交
通
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道

路
交
通
法
で
は
、
方
向
指
示
器
は
進
入
時
は
出
し
ま
せ

ん
が
、
出
る
と
き
は
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
令
講

習
等
で
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

安
八
ス
マ
ー
ト
IC
利
用
状
況

安
八
ス
マ
ー
ト
IC 

周
辺
工
事
の
進
捗
状
況
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新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
向
け
て
、
学
校
の
チ
ー

ム
力
発
揮
を

バ
デ
ィ
ー
制
度
や
研
修
の

充
実
で
指
導
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す

［
教
育
長
］岩

いわ

田
た

 讓
じょうじ

治 

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

 　
　

 

数
年
後
か
ら
、
新

学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
教
育
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
社
会
の
変
化
、
例
え
ば
、

子
ど
も
の
自
殺
や
い
じ
め

問
題
の
多
発
、
学
力
の
低

下
、
国
際
化
な
ど
子
ど
も

達
の
周
り
も
ど
ん
ど
ん
変

化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
小
学
校

で
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
、

中
学
校
で
は
２
０
２
１
年

質
問

安八町の活性化が託されている安八スマートIC入口

ここが聞きたい A N P A C H I

一 般 質 問

活発に手のあがる外国語授業（名森小3年生）

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ま
で
の
慣な

ら
し

期
間
と
し
て
、
今
年
４
月

か
ら
移
行
期
間
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

移
行
期
間
と
は
い
え
、

今
後
の
教
育
課
程
編
成
、

実
施
の
基
本
方
針
な
ど
、

総
合
教
育
会
議
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
が

実
施
さ
れ
る
と
、「
学
校

の
授
業
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
」「
子
ど
も
達

は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
の
か
」
保
護
者
は
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
高
い
関

心
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
学
校
で
は

保
護
者
や
教
育
関
係
者
、

議
会
、
民
生
児
童
委
員
、

地
域
住
民
に
も
新
学
習
指

導
要
領
に
つ
い
て
説
明
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
学

校
内
で
は
、
全
面
実
施
に

向
け
た
体
制
を
整
え
る
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
や
地

域
住
民
の
期
待
に
応
え
、

学
校
と
し
て
の
総
合
的
な

チ
ー
ム
力
を
発
揮
し
、
学

校
教
育
の
質
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
教
育
長
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

        

今
回
の
学
習
指
導

要
領
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
の
実
現
」
で
、

「
地
域
と
学
校
の
協
働
活

動
」
を
進
め
な
が
ら
、
学

校
内
外
を
通
じ
た
子
ど
も

の
生
活
が
充
実
し
、
地
域

も
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
広

く
社
会
に
開
か
れ
た
も
の

と
す
る
た
め
」
に
、
教
育

関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ

ん
に
、
会
議
や
学
校
だ
よ

り
等
で
、
順
次
、
新
学
習

指
導
要
領
の
内
容
等
を
説

明
・
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

「
総
合
教
育
会
議
」
で
、

状
況
を
報
告
し
、
見
直
し

を
図
り
ま
す
。
「
円
滑
な

完
全
実
施
に
す
る
た
め
」

に
、
本
年
度
全
面
実
施
の

「
小
学
校
道
徳
科
」
と
、

先
行
実
施
と
な
る
「
小
学

校
英
語
」
は
、
町
教
職
員

研
修
会
道
徳
部
会
や
国
際

教
育
部
会
の
教
職
員
が
、

項
目
内
容
を
決
め
た
り
、

授
業
時
間
数
を
増
や
し
た

り
し
て
本
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
「
授
業
が
命
」

「
子
ど
も
の
姿
で
示
す
」

と
い
う
基
本
姿
勢
で
、
各

種
研
修
会
で
教
職
員
が
授

業
力
を
高
め
ま
す
。
「
た

く
ま
し
く
生
き
、
き
り
拓

い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
」

を
育
て
る
た
め
、
若
い
先

生
と
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が

「
バ
デ
ィ
ー
」
（
ベ
テ
ラ

ン
の
意
欲
化
と
若
手
の
指

導
力
向
上
・
悩
み
の
解

消
）
と
い
う
ペ
ア
を
組
ん

で
チ
ー
ム
力
を
高
め
、
学

校
教
育
が
充
実
す
る
よ
う

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

回
答
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西
にしまつ

松 幸
さち

子
こ

　

 

国
民
の
２
人
に
１

人
は
が
ん
に
な
り
、

患
者
の
離
職
が
大
き
な
問

題
と
な
る
中
、
患
者
が
働

き
な
が
ら
通
院
や
負
担
軽

減
に
利
用
で
き
る
、
短
時

間
労
働
勤
務
制
度
や
在
宅

勤
務
制
度
を
整
備
し
て
い

な
い
主
要
企
業
が
約
70
％

に
上
る
こ
と
が
、
共
同
通

信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か

り
ま
し
た
。

雇
用
継
続
に
配
慮
す
る

努
力
義
務
を
企
業
に
課
し

質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

が
ん
に
な
っ
て
も
社
会
に

出
て
行
く
勇
気
を
！

治
療
と
仕
事
の
両
立
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す

[

福
祉
課
長]

た
「
改
正
が
ん
対
策
基
本

法
」
が
成
立
し
て
１
年
半

に
な
り
ま
す
が
、
両
立
を

後
押
し
す
る
働
き
方
が
十

分
広
が
っ
て
い
な
い
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
の
75
・
８
％
が
、

が
ん
検
診
を
実
施
す
る
反

面
、
が
ん
に
な
っ
た
場
合

の
相
談
窓
口
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
る
の
は
56
・
０
％
、

復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
の
は
36
・
３
％
で
し

た
。

　

万
が
一
、
が
ん
に
な
っ

て
も
社
会
に
出
て
行
く
勇

気
を
！
病
前
、
病
後
も
変

わ
ら
な
い
生
活
を
！

　

そ
の
た
め
に
は
社
会
全

体
で
支
援
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
町

で
は
ス
マ
ー
ト
IC
も
開
通

し
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
企

業
が
進
出
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
毎
年
企
業

と
町
と
の
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

に
な
っ
た
人
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
前
向
き
に
治
療
す
る

支
援
、
雇
用
の
継
続
に
配

慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
町

か
ら
も
働
き
掛
け
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
働

き
や
す
く
、
住
み
や
す
い

環
境
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

  

従
来
、
が
ん
患
者

の
就
労
に
関
す
る

悩
み
な
ど
は
患
者
個
人
の

問
題
で
し
た
が
、
働
き
方

が
多
種
多
様
と
な
っ
て
き

た
現
在
に
お
い
て
は
、
企

業
や
会
社
が
考
慮
す
べ
き

事
柄
で
す
。
現
在
、
町
内

に
は
約
４
５
０
の
事
業
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

約
80
％
は
10
人
未
満
の
事

業
所
で
す
。（
平
成
26
年

「
経
済
セ
ン
サ
ス
」）

今
回
の
法
改
正
で
あ
る
、

事
業
主
に
対
し
て
雇
用
継

続
へ
の
配
慮
を
求
め
る
こ

と
は
、
社
会
全
体
で
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
町
と
し
て
も
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
国
や
県
で
作
成

さ
れ
た
チ
ラ
シ
等
を
活
用

し
、
商
工
会
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
企
業
や
事
業
主

に
周
知
を
図
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
悩
み
や
不

安
が
解
消
さ
れ
、
病
気
に

な
っ
て
も
仕
事
を
辞
め
ず

に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
安
八
ス
マ
ー
ト

IC
の
完
成
に
よ
り
、
今
後

企
業
の
進
出
や
誘
致
が
見

込
ま
れ
る
中
、
若
い
方
も

含
め
、
た
と
え
病
気
に
な

っ
た
と
し
て
も
安
心
し
て

治
療
と
仕
事
の
両
立
が
で

き
る
、
働
き
や
す
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

回
答

A N P A C H I

一 般 質 問

マンモグラフィーによる乳がん検診（保健センター）
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投
資
額
は
、
総
額
35
億
９

０
０
万
円

ここが聞きたい
 

　

 　

 　
　
　
　
　
　
　

安
八
ス
マ
ー
ト
IC

事
業
費
は
、
毎
年

度
の
当
初
予
算
や
補
正
予

算
で
何
度
も
予
算
編
成
が

さ
れ
、
最
終
的
に
ど
れ
だ

け
の
事
業
費
が
費
や
さ
れ

た
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

ネ
ク
ス
コ
が
主
体
で
実
施

さ
れ
た
事
業
内
容
と
事
業

費
は
。名

神
高
速
道
路
本

線
か
ら
の
加
減
速

車
線
、
高
架
橋
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

機
器
な
ど
の
設
置
に
か
か

る
工
事
費
、
お
よ
び
こ
れ

質
問

回
答

A N S W E R

　田園に伸びる安八スマートICを空中撮影

そ
の
他
事
業
推
進

の
た
め
に
支
出
し

た
事
業
費
お
よ
び
財
源
内

訳
は
。　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
度
以
降

実
施
計
画
書
の
作

成
、
騒
音
・
振
動
・
交
通

量
調
査
、
下
水
道
管
の
切

り
回
し
工
事
・
名
神
南
道

水
路
付
け
替
え
工
事
等
で

７
億
９
２
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
財
源
は
、

交
付
金
３
億
６
７
０
０
万

円
、
地
方
債
２
億
６
４
０

０
万
円
、
残
り
は
ス
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建

設
基
金
、
一
般
財
源
を
充

て
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
本
体
、

関
連
経
費
を
含
み
、
当
町

の
投
資
額
は
、
総
額
約
35

億
９
０
０
万
円
を
見
込
み
、

55
％
が
交
付
金
、
40
・
５

％
が
地
方
債
、
残
り
４
・

５
％
が
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
基
金
と

一
般
財
源
で
す
。

安
やす

井
い

　忠
まこと

に
伴
う
測
量
調
査
や
設
計

費
、
用
地
費
や
補
償
費
と

し
て
約
46
億
円
、
そ
の
う

ち
の
約
10
億
円
を
当
町
が

負
担
し
て
い
ま
す
。　
　

夢
の
架
け
橋
（
高

架
橋
）
の
事
業
内

容
の
事
業
費
お
よ
び
財
源

内
訳
は
。

 　
　

 

本
線
を
ま
た
ぐ
高

架
橋
、
長
さ
38
メ

ー
ト
ル
、
重
さ
２
５
３
ト

ン
の
上
部
・
基
礎
工
事
費

は
８
億
６
０
０
０
万
円
で

46
億
円
に
含
ん
で
い
ま
す
。

負
担
割
合
は
ネ
ク
ス
コ
と

折
半
で
、
当
町
は
、
約
４

億
３
０
０
０
万
円
を
負
担

し
て
お
り
、
財
源
は
交
付

金
約
２
億
３
７
０
０
万
円
、

地
方
債
１
億
７
４
０
０
万

円
、
残
り
は
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
基

金
を
充
て
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
前

か
ら
県
道
接
続
ま

で
の
道
路
改
良
事
業
内
容

と
事
業
費
お
よ
び
財
源
内

訳
は
。

    　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
は
、
県
道
「
安

八
海
津
線
」
の
鋼

材
資
材
置
き
場
付
近
か
ら

東
へ
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

を
経
由
し
、
長
良
川
右
岸

堤
の
県
道
「
北
方
多
度

線
」
ま
で
の
区
間
、
い
わ

ゆ
る
県
道
間
ア
ク
セ
ス
道

路
の
事
業
費
と
し
て
12
億

８
４
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
財
源
は
交
付
金

７
億
６
０
０
万
円
、
地
方

債
５
億
１
９
０
０
百
万
円
、

残
り
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
基
金
を

充
て
て
い
ま
す
。

地
区
の
条
件
要
望

で
実
施
し
た
事
業

内
容
と
事
業
費
お
よ
び
財

源
内
訳
は
。

道
路
整
備
工
事
等

４
億
４
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
財

源
は
交
付
金
な
ど
の
国
県

補
助
金
2
億
３
５
０
０
万

円
、
地
方
債
１
億
６
４
０

０
万
円
、
残
り
は
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建

設
基
金
を
充
て
て
い
ま
す
。

回
答

質
問

Q U E S T I O N

回
答

質
問

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

ス
マ
ー
ト
IC
事
業
の
総
工

費
は

[

町　

長]
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質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

中地区に完成した名神高速道路南側道

西
にしまつ

松　巖
いわお

A N P A C H I

一 般 質 問

 　
　

 

中
地
区
の
名
神

高
速
道
路
南
側

に
完
成
し
た
、
道
路
の

一
部
に
下
部
の
写
真
の

よ
う
な
所
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
の
か
、
他
の
選
択

は
な
か
っ
た
の
か
疑
問
に

思
い
ま
し
た
。
最
初
は
、

土
地
所
有
者
Ａ
さ
ん
の
同

意
が
最
後
ま
で
得
る
こ
と

が
で
き
ず
、
仕
方
な
く
現

在
の
形
に
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

質
問

Ａ
さ
ん
は
何
も
反
対
な
ど

し
て
い
ま
せ
ん
。
町
側
の

理
由
で
、
今
回
こ
の
よ
う

な
形
で
完
成
さ
せ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
は
道
路

建
設
は
、
安
全
安
心
が
第

一
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
３
人
の
方
に
お
聞

き
し
ま
す
。
建
設
課
長
に

は
、
私
た
ち
議
会
へ
の
道

路
建
設
予
算
の
提
出
は
、

ど
の
段
階
の
事
業
だ
っ
た

の
で
す
か
。

  　

  

議
会
へ
は
設
計
に

入
る
前
の
計
画
段

階
で
の
概
算
事
業
費
で
説

明
し
た
と
思
い
ま
す
。

 　
　

 
副
町
長
に
は
、
な

ぜ
Ａ
さ
ん
の
土
地

が
必
要
な
く
完
成
さ
せ
た

の
で
す
か
。

        

早
期
な
道
路
の
機

能
回
復
が
必
要
で

あ
り
、
現
在
の
形
状
は
当

初
の
設
計
で
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

 

町
長
は
、
完
成
箇

所
は
危
険
箇
所
と

思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

回
答

ど
ん
な
道
路
も
絶

対
に
安
全
と
は
断

言
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

各
道
路
の
状
況
に
合
わ
せ

た
最
善
の
対
策
を
講
じ
安

全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

回
答

質
問

回
答

中
地
区
に
完
成
し
た
道
路

に
疑
問

最
善
の
対
策
を
講
じ
、
安
全

確
保
に
努
め
ま
す

「
建
設
課
長
」「
副
町
長
」［
町
長
］

質
問

2018.8.1あんぱち議会だより　第74号 10
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補
正
予
算
要
求
は
、

危
機
管
理
室
を
設

置
し
、
人
員
を
配
置
し
て

し
ま
え
ば
、
議
会
で
否
決

は
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
、
あ
る
意
味
ご
う
ま
ん

と
も
言
え
る
や
り
方
で
要

求
さ
れ
ま
し
た
。　　
　

　

こ
の
行
為
は
議
会
を
軽

視
し
、
し
か
も
、
地
方
自

治
の
原
則
で
あ
る
二
元
代

表
制
を
否
定
す
る
よ
う
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
町

民
の
方
か
ら
の
情
報
公
開

や
監
査
請
求
、
あ
る
い
は

刑
事
告
発
等
が
頻
発
し
て

お
り
、
一
般
事
務
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
と
い
う

現
状
を
回
避
し
た
い
」
と

い
う
大
義
で
危
機
管
理
室

を
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
が
、

今
回
の
一
連
の
や
り
方
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
疑
問
で
す
。

　

二
元
代
表
制
の
議
会
に

席
を
置
く
一
議
員
と
し
て
、

そ
の
責
務
を
全
う
す
る
た

め
に
、
あ
え
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
町

長
の
答
弁
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

危
機
管
理
室
の
設
置
お

よ
び
臨
時
職
員
の
採
用
に

関
す
る
、
今
回
の
補
正
予

算
の
要
求
に
つ
い
て
、
急

に
危
機
管
理
室
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
。　　
　
　
　
　
　

質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

小
お

川
がわ

 文
ふみ

雄
お

回
答

法
に
対
す
る
認
識

不
足
や
慣
習
的
に

行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を

抜
本
的
に
見
直
す
た
め
に

危
機
管
理
室
を
設
置
し
、

不
正
や
違
法
行
為
が
起
き

な
い
よ
う
、
内
部
統
制
の

仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し

ま
し
た
。臨時

職
員
の
賃
金

等
を
当
初
予
算
に

計
上
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

回
答

補
正
で
対
応
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
安

易
な
考
え
方
で
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
当
初
予
算
に

全
て
盛
り
込
め
る
よ
う
に

し
ま
す
。

質
問

危
機
管
理
室
に
臨

時
職
員
が
必
要
に

な
っ
た
の
か
。

回
答

各
種
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
知
識
、

経
験
を
有
し
た
外
部
の
人

材
を
（
臨
時
的
に
）
採
用

し
ま
し
た
。　　
　
　
　

質
問

専
門
家
を
招

し
ょ
う
へ
い

聘
し

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
答

専
門
家
と
い
え
る

か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
国
内
有
数
の

企
業
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
み
、
行
政
、
地

域
の
情
報
に
も
精
通
し
た

者
を
採
用
し
ま
し
た
。　

質
問

既
成
事
実
を
つ

く
っ
て
ま
で
、
審

議
を
有
利
な
方
向
に
導
こ

う
と
さ
れ
た
の
か
。

回
答

そ
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
る
と
い
う
考

え
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と

は
、
行
政
を
預
か
る
者
と

し
て
反
省
し
て
い
ま
す
。

初
心
に
帰
り
、
謙
虚
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

質
問

も
し
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
な
か
っ

た
ら
、
ど
う
す
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
の
か
。

回
答

予
算
の
裏
付
け
が

な
け
れ
ば
何
事
も

で
き
ま
せ
ん
が
、
承
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ここが聞きたい
 

議
会
を
軽
視
し
、

し
か
も
、
地
方
自

治
の
原
則
で
あ
る
二
元
代

表
制
を
否
定
す
る
よ
う
な

こ
と
を
あ
え
て
さ
れ
た
の

で
す
か
。安

易
な
考
え
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後

は
謙
虚
な
行
財
政
運
営
に

心
掛
け
ま
す
。

質
問

補
正
予
算
要
求
に
疑
問
あ

り謙
虚
に
行
財
政
運
営
に
心

掛
け
ま
す

[

町　

長]

質
問

回
答
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［議会報告会の質疑応答］
質疑応答（その１）・・・・・・・・・・・・・・・ 2

［第２回定例会］
水道配水機場更新（機械・電気）工事請負契約を可決・・ 3

［一般質問］５人の議員が質問
新学習指導要領の実施に向けて、学校のチーム力発揮を 7

［町民インタビュー］
絵画同好会代表　 佐

さ
竹
たけ

　一
かず

良
よし

 さん・・・・・・・・・・ 12

あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
大

平
文

雄
　

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
503-0198 岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
紙

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.gifu.jp

 議 会 事 務 局 直 通　　　　
0584-64-4931　

　
「
水
彩
画
を
始
め
て
か
ら
年

賀
状
は
毎
年
自
筆
の
絵
に
し
て

い
ま
す
。」
と
楽
し
げ
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

―
― 

絵
を
始
め
ら
れ
た
き
っ

か
け
は
。

佐
竹
さ
ん　

町
の
生
涯
学
習
の

案
内
を
見
て
、
平
成
22
年
か
ら

始
め
ま
し
た
。

―
― 

現
在
の
会
の
活
動
は
。

佐
竹
さ
ん　

月
に
2
回
、
２
時

間
程
度
、
先
生
に
来
て
も
ら
い
、

５
人
の
会
員
が
水
彩
画
、
特
に

植
物
の
写
実
画
や
風
景
画
を
中

心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
先
生
と
ス
ケ
ッ
チ
小
旅
行
を

し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
― 

上
達
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

佐
竹
さ
ん　

ま
ず
基
本
で
あ
る

ス
ケ
ッ
チ
が
大
切
で
す
。
次
に

色
付
け
、
こ
れ
も
経
験
が
必
要

で
、
絵
の
具
の
混
合
の
仕
方
で

作
品
の
出
来
栄
え
が
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。
と
に
か
く
た
く

さ
ん
、
絵
を
書
く
こ
と
で
上
達

し
ま
す
。
小
さ
い
も
の
で
1
枚

書
く
の
に
２
時
間
程
、
大
き
い

も
の
で
５
～
６
時
間
か
か
り
ま

す
。

―
― 

男
性
会
員
と
女
性
会
員

の
作
風
に
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
竹
さ
ん　

女
性
会
員
の
作
品

は
と
て
も
繊
細
で
、
丁
寧
な
画

風
が
多
く
、
先
生
と
よ
く
似
た

絵
に
仕
上
が
り
、
先
生
の
展
示

会
に
も
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
― 

会
を
運
営
す
る
中
で
ご

苦
労
話
な
ど
は
。

佐
竹
さ
ん　

以
前
は
10
人
程

の
会
員
数
で
し
た
が
、
今
は

５
人
（
男
性
３
人
、
女
性
2

人
）
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
も
高
齢
化
。
若
い

人
の
入
会
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
― 

今
後
の
会
の
活
動
は
。

 

佐
竹
さ
ん　

人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
楽
し
く                      

な
る
会
に
し
た
い
で
す
。
そ
れ

に
は
も
う
少
し
会
員
が
増
え
る

と
い
い
で
す
。
会
員
募
集
中
で

す
。紙面の都合上、全議論を掲載で

きませんので、抜粋しています。

住
民
参
加
企
画

議会だより視察を受け入れ
５月１７日(木)、石川県能登町
議会の広報特別編集委員の皆さ
んが安八町を訪れ、議会だより
の編集方法を視察されました。

◆◆◆  編  集  後  記  ◆◆◆
　７月１０日に議会だより編集
の研修会があり編集委員会のメ
ンバーと受講してきました。対
象地区は東海から西地区で４会
場合わせて 200 人程の議員等が
集い、盛況でした。年ごとにそ
の度合いは高まっているように
感じました。その裏側には町民
の皆さんと議会の間に広がりつ
つある「溝」を埋めるためのツー
ルとしてこの議会だよりがある
ように感じます。今一層の努力
と皆さんからのご意見をいただ
き、コミュニケーションの感じ
られる議会だよりにしたいと考
えています。　　（岩田   讓治）

74
議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は、9月です。
日程は、安八町広報紙、広報
無線でお知らせします。

丁寧に長時間かけて仕
上げた佐竹さんの作品

聞き手／岩田　讓治
小川　文雄
西松　幸子 

先生と一緒に活動する佐竹さん（中央）

編集技術談だけでなく議会談に
も及んだ幅広い交流でした

2018
 8

表紙の題字「あんぱち」は

登龍中２年 古
ふ る

田
た

 朱
あ か

里
り

 さん
　　　　　　の作品です

佐
さ

竹
た け

 一
か ず よ し

良さん

絵画同好会代表

［牧地区］
葉脈一本一本まで細かく描く植物図鑑的な
特殊な絵。根気のいる作品作りに懸命な佐
竹さんにお話を聞きました。（７月６日）
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